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Lesson 22. 健康政策への応用

§A. 予防対策のアプローチ

２つの予防アプローチ

• 集団アプローチ Population approach
または

集団戦略 Population strategy

• 高リスクアプローチ High-risk approach
または

高リスク戦略 High-risk strategy

集団アプローチ

移動
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高リスクアプローチ

減少

目的

• 集団アプローチ
健康増進：健康状態の向上

• 高リスクアプローチ
特定の疾患予防：特定の病態の改善

対象

• 集団アプローチ
–有害病因曝露前の状態（非特異的要因）
–人口集団全体
– リスクの自覚が少ない

• 高リスクアプローチ
–特異的病因曝露者
–曝露した特定病態の個人
– リスクの自覚がある
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多元的リスク要因モデル

リスク要因

疾患

曝露を決定する要因

社会、経済、心理、
家族への影響

感受性（脆弱性）
を決定する要因

期間

• 集団アプローチ
–持続的プログラム実施
–長期間にわたる結果の観察

• 高リスクアプローチ
–単発的プログラム実施
–比較的短期間での結果の観察

介入（対策手段）

• 集団アプローチ
–行動変容を中心に、リスクの連鎖を断ち切る
–安価で非侵襲的なもののみ受容

• 高リスクアプローチ
–特異的効果が期待されるもの、治療的
–時に高価、不快、侵襲的なものも受容
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測定

• 集団アプローチ
–非特異的状態（態度、行動、説得、など）
–集団全体の状態を示す指標

• 高リスクアプローチ
–特異的状態（検査値、など）
–高リスク群と他群との比較指標

評価

• 集団アプローチ
– よりよい方向への全体的なシフト
–主に過程 process の評価

• 高リスクアプローチ
–高リスク者の減少
–効果 effectiveness や成果 outcome の評価


